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平成 30年度 研究所研究実績報告書 
 

                      令和元年 5月 4日 

          部門長 山本 茂 
 

研 究 所 ・ 部 門 の 名 称 アジアの栄養・食文化研究部門 

設 置 年 限 平 成 3 0 年 4 月 1 日 ～ 平 成 3 1 年 3 月 3 1 日 

１．研究の取組状況 

 

1. 十文字学園アジアの栄養食文化研究所ハノイ医大研究室設立 

2. ベトナムハノイ郊外にあるナムデイン看護大学に栄養学部が新しくできたことを契機に同大と本学が学術交

流協定を樹立  

3. アジア栄養士連盟１２ヶ国の機関誌 Asian Journal of Dietetics を設立。編集委員長山本茂、事務局は本学

とベトナム国立栄養研究所 秘書２名（ベトナム栄養研究より提供される）      

4. 本学に国際名誉教授制度を設立（３０年度はアジア栄養士連盟加盟国代表者など９名に授与 （資料あり） 

5. ベトナムおよび東南アジアで初めての嚥下困難者の栄養ケアマネージメントに関する技術習得と研究の論文

など 

6. ハノイ医大での、咀嚼困難者に対する日本の薄切り肉利用の効果に関する研究 （研究中） 

7. ベトナムでの栄養計算・指導ソフト「カロリー・スマイル」の開発 （資料あり） 

8. ベトナムにおけるフグ禁止の法律改正とフグ食文化の実現に向けた研究 （資料あり） 

日本からトラフグ約 40 ㎏を持ち込み、各種料理を作り試食会を開催した （1回目ハノイ、2回目ダナン） 

9. ベトナムの病院栄養管理システムの充実に関する研究（ハノイ医大副学長招聘、他３名） 

10. ベトナムの食品・料理の栄養成分の本出版（出版物あり） 

11.  ベトナムの基礎栄養学教科書の出版 

12. 東南アジア諸国の糖類成分表の完成（３０年度はマレーシア、これまでに完了しているのは、日本、台湾、ベ

トナム、カンボジア、タイ）および子供の摂取量調査 （日本、台湾、ベトナム、カンボジア、タイ）（論文

あり） 

13. 高蛋白質と高炭水化物食が体重に及ぼす影響に関する研究 （飯島研究財団へのレポート） 

14. インドネシアの伝統食テンペを日本の食文化として取り入れることができるかを研究（論文あり） 

15.  インドネシア・ジャカルタの主婦の食事調査 （論文あり） 

16. ベトナムにおいて新しいオカラ料理が糖尿病患者の血糖値に及ぼす影響  （論文あり） 

17.  日本とベトナムの学校給食の比較  （論文あり） 

18. 美穂、鴨下澄子、脇田哲郎、山本茂、学校給食の牛乳に対する小学生の嗜好に関する研究、日

本食育学会誌 12、167-172、2018  （論文あり） 

19. 山本茂、 米は肥満や糖尿病の原因になるか、栄養教諭食育研究会誌、2,5,2018 

20. 山本茂 栄養としてのヌクレオチドの必要性 （論文あり） 

21. タイ栄養士会招待講演 2018 年 4 月 23 日 （資料あり） 

22. マレーシア栄養士会への招待 （資料あり） 

23. 岡崎市の子供の栄養状態調査（岡崎市との共同研究）（報告書あり） 

24. ベトナムにおいて学校給食の有無が子供の食行動や肥満に及ぼす影響に関する研究 （修士論文） 

25. インドネシアにおける学校給食が子供の食行動に及ぼす影響（研究中） 

26. カロリースマイルによるベトナムでの栄養指導効果 （論文作成中） 

 
 
 
 



 

2.研究の成果・概要および公表実績・予定（年月日、開催場所、方法等） 

 

1.字学園アジアの栄養食文化研究所ハノイ医大研究室設立 (2018 年 4 月) 

 

 

 

2.ハノイ郊外にあるナムデイン看護大学に栄養学部が新設され（2018 年 9 月）、本学と学術交流協定を樹立。同大学は、

ベトナムで最も歴史のある看護大学で、欧米の看護学教育のトップグループとも協力関係をもっている。栄養学課程で

は、日本の十文字学園女子大学を中心に、青森県立大学、九州女子大学が協力する。  

      

 

3.アジア栄養士連盟１２ヶ国の機関誌 Asian Journal of Dietetics を設立。編集委員長山本茂、事務局は本学とベト

ナム国立栄養研究所、ベトナム栄養研究所では秘書２名が提供されている。     



 

 

4.十文字学園国際客員教授制度を設立（３０年度はアジア栄養士連盟加盟国代表者など９名に授与（2018 年 12 月） 

 

    5.ベトナムおよび東南アジアで初めての嚥下困難者の栄養ケアマネージメントに関する技術習得と研究の論文など 

（十文字学園および株式会社Ｎｕｔｒｉの協力） 

          

    ベトナムの嚥下に関する論文 （Thao Tran Phuong は、本学大学院修士 2 年生） 

＊Linh Nguyen Thuy, Thao Tran Phuong, Phuong Duong Thi. The feeding practices of post-operative 



 

gastrointestinal patients in Hanoi Medical University Hospital, Vietnam. Journal of Medical Research, 

116 (7), 2018 

＊Nguyễn Thùy Linh, Trần Phương Thảo, Bùi TH, Phạm TTC. Application of thickened liquid on stroke 

patients with dysphagia. Journal of food and Nutrition sciences 5:23–28 Linh NT, Thao TP, Vân nb. 

Effect of nutritional intervention by the high fiber diet of type 2 diabetes mellitus patients, Journal of 

Medical Research, 113 (4), 2018 

＊Tran Phuong Thao, Nguyen Thuy Linh, Hiroshi Nishiyama, Fumio Shimura and Shigeru Yamamoto, 

Higher vegetable intake improved blood glucose level in Vietnamese with type 2 Diabetes Mellitus, Int J 

Clin Nutri and Diet, volume 3, 2017, 124 

＊Nguyen Thuy Linh and Tran Phuong Thao. Nutrition support for dysphagia patients, ISBN: 

978-604-66-3434-8. (2018)     

＊Organization of the workshop on ‘Nutrition support for dysphagia patients’ at Hanoi Medical University on 

Dec 5, 2018 

＊THE DYSPHAGIA PREVALENCE OF ELDERLY IN SOME VIETNAMESE HOSPITALS   So 

Phuong Tran1, Linh Thuy Nguyen2, Kayashita Jun3, Fumio Shimura1, Yamamoto Shigeru1. (投稿中) 

 

6. ハノイ医大での、咀嚼困難者に対する日本の薄切り肉利用の効果に関する研究  

（日本のトップ肉スライスメーカーとの協力） 

           

 

7 ベトナムでの栄養計算・指導ソフト「カロリー・スマイル」の開発 （日本の Quest Computer との協力） 

      

 

8 ベトナムにおけるフグ禁止の法律改正とフグ食文化の実現に向けた研究 （ミツイ水産との共同研究） 

日本からトラフグ約 40 ㎏を持ち込み、各種料理を作り試食会を開催した （1回目ハノイ、2回目ダナン） 



 

         

 

      

 

 

 

 

9 ベトナムの病院栄養管理システムの充実に関する研究（ハノイ医大副学長招聘、他３名） 

 練馬光が丘病院院長室にて川上院長と （2019 年 3 月） 

   

 

 

10 ベトナムの食品・料理の栄養成分の本出版（2018 年夏）。共同執筆者は、最近までホーチミン栄養研究所副所長で現

在ホーチミンで最大の病院グループ Fan My 病院の栄養部門長。また、このソフトは上記のベトナム版カロリースマイル

にも入力済み。 



 

 

 

11 ベトナムの基礎栄養学教科書の出版 

 

 

 

12 東南アジア諸国の糖類成分表の完成（３０年度はマレーシア、これまでに完了しているのは、日本、台湾、ベトナム、

カンボジア、タイ）および子供の摂取量調査 （日本、台湾、ベトナム、カンボジア、タイ） 

タイ 

Narisa Rueangsri, Chanida Pachotikarn, Sunard Taechangam, Ratchanee Kongkachuichai , Pongtorn Sungpuag ,  

Saiko Shikanai, Shigeru Yamamoto Developing a composition and content of sugar database for selected popular  

commercial snacks.  J Med Assoc Thai 2018;101:1- . 1-7 

 

台湾 

 

 

 

 



 

13 高蛋白質と高炭水化物食が体重に及ぼす影響に関する研究 （飯島研究財団へのレポート） 

    

 

14 インドネシアの伝統食テンペを日本の食文化として取り入れることができるかを研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

15 インドネシア・ジャカルタの主婦の食事調査 

 

 

 

 

16 ベトナムにおいて新しいオカラ料理が糖尿病患者の血糖値に及ぼす影響   

 
 

 

 

 

 

 



 

17 日本とベトナムの学校給食の比較  （論文あり）
 

 

 

18. 美穂、鴨下澄子、脇田哲郎、山本茂、学校給食の牛乳に対する小学生の嗜好に関する研究、日本食

育学会誌 12、167-172、2018 

 

19 山本茂、 米は肥満や糖尿病の原因になるか、栄養教諭食育研究会誌、2,5,2018 

 

20.山本茂 栄養としてのヌクレオチドの必要性 

 

 

 

 



 

21 タイ栄養士会招待講演 2018 年 4 月 23 日 （資料あり） 

    

 

 

 

 

22 マレーシア栄養士会への招待 （2018 年 6 月 26 日） 

     

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

23.岡崎市の子供の栄養状態調査（岡崎市との共同研究）（報告書あり） 

 

 

24.ベトナムにおいて学校給食の有無が子供の食行動や肥満に及ぼす影響に関する研究 （修士論文） 

 

25.インドネシアにおける学校給食が子供の食行動に及ぼす影響（研究中） 

26.カロリースマイルによるベトナムでの栄養指導効果 （論文作成中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

海外活動 
 

30 年度 用務先 用務の摘要（注） 

4 月 11－15 日 ハノイ医科大学 栄養学課程での基礎栄養学の講義のため 

4 月 20－22 日 台湾機能性食品学会 日本の機能性食品に関するの講演 

4 月 23－26 日 タイ栄養士会 米は糖尿病の原因になるかについての講演のため 

6 月 23－26 日 マレーシア栄養士会会議 日本の栄養学教育に関する講演のため 

7 月 5－8日 アジア栄養士会議 講演、論文発表、理事会など 

8 月 19－26 日  ハノイ ハノイ医大での講義、国立栄養研究所との共同研究 

9 月 20－27 日 ハノイ ナムデン看護大との交流協定、ベトナムにおけるフグの研究 

10 月 27－30 日 ハノイ医科大学、 日本の薄切り肉のベトナムでの有用性に関する研究 

12 月 4－10 日 ハノイ医科大学 嚥下食に関するワークショップへの参加（実施は同大と本大学） 

 

 

 

【招聘】 

30 年度 氏名 所属機関（国名） 用務の摘要（注） 

11 月 3 日

－19 日 

MA NGOC YEN                     

NGO THI HIEN                 

TA THI GOC 

ハノイ医大栄養学課

程 （ベトナム） 

 

卒業生 

学部 3年生 

学部 3年生 

日本の栄養学の視察および卒業研究の決定 

2 月 8－ 

12 日 
Dia Utari 

University of 

Indonesia 

(Indonesia) 

Professor 
インドネシアの学校給食設立に関する研究

打ち合わせ 

3 月 8－ 

28 日 
Andrew Durkin Indiana University 名誉教授 英語論文などの指導 

3 月 28― 

4 月 8日 

NH Tu 

NT Linh 

VT Hien 

TT Minh Hanh 

 

ハノイ医大 

ハノイ医大 

国立栄養研究所 

Fan My 病院 

 (Vietnam) 

副学長 

病院栄養部

副部長 

部長 

部長 

日本の病院栄養管理システムに関する視

察、体験、情報収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告書作成担当者 所属・氏名 連絡先内線番号 

アジアの栄養・食文化研究部門長 山本 茂 
      349 

 


